
「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく 
斐伊川流域の減災に係る取組方針 

 

平成２８年７月２日 

松江市、出雲市、雲南市、島根県、松江地方気象台、 
国土交通省中国地方整備局 

（参考資料） 

       斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 



１．はじめに 
 協議会設立の背景等や課題、取組の概要を記載 

２．本協議会の構成員 
 斐伊川流域に関係する松江市、出雲市、雲南市、島根県、 
松江地方気象台、国土交通省中国地方整備局の構成員を 
記載 

３．斐伊川流域の概要と主な課題 
 河川の特徴、昭和４７年の災害、平成１８年の災害および 
現状と課題を記載 

１ 



● 課題 
 ・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図等が浸水リスクとして認識されていない。 

４．現状の取組状況 

○ 現状 
 ・斐伊川において、想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域及び堤防が決壊した際の氾濫 
  シミュレーション結果を出雲河川事務所のウェブサイト等で公表している。 

２ 

① 情報伝達、避難計画等に関する事項 
 『想定される浸水リスクの周知』 『洪水時における河川管理者からの情報提供等の内容及

びタイミング』 『避難勧告等の発令基準』 『避難場所、避難経路』 『住民等への情報伝達
の体制や方法』 『避難誘導体制』 

出雲市 

 



● 課題 
 ・住民や企業が防災情報をもとに自ら判断し行う準備行動や避難行動を啓発するための防災教育が 
    不十分である。 
 ・屋内告知端末の設置や防災メールへの登録について、十分に住民に普及していない。 
 ・避難情報について、外国人を対象とした多言語化への対応や、聴覚障がい者への対応がされ 
  ていない。 
 

４．現状の取組状況 

○ 現状 
 ・基本的には、メール、ウェブサイト、防災無線、広報車、屋外スピーカー等の発信が主として 
   利用されている。 

水位情報の提供 

３ 

屋外スピーカ（松江市） 

① 情報伝達、避難計画等に関する事項 
 『想定される浸水リスクの周知』 『洪水時における河川管理者からの情報提供等の内容及

びタイミング』 『避難勧告等の発令基準』 『避難場所、避難経路』 『住民等への情報伝達
の体制や方法』 『避難誘導体制』 



● 課題 
 ・斐伊川本川は、天井川かつ砂堤防であるため漏水等による重要水防箇所等、洪水に対しリスク

の高い箇所が多く、短時間で巡視を完了することが難しい。 
 ・消防団員と兼任する水防団員は、水防活動に関する専門的な知見等を習得する機会が少なく、

量的にも質的に増加している作業を的確にできないことが懸念される。 

４．現状の取組状況 
② 水防に関する事項 
 『河川水位等に係る情報の提供』 『河川の巡視区間』 『水防資機材の整備状況』 『市庁舎、

災害拠点病院等の水害時における対応』 

○ 現状 
・消防団員と兼任する水防団員が各々の管轄区域内の巡視を行っている。 

４ 

水防活動（土のう積み） 水防活動（月の輪） 

H18.7洪水 H18.7洪水 



● 課題 
 ・排水機場、水門、樋門等の排水施設に関わる情報が関係機関で共有されていない。 

４．現状の取組状況 
③ 氾濫水の排水、施設運用に関する事項 
 『排水施設、排水資機材の操作・運用』  

○ 現状 
 ・排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時から定期的な保守点検を行うとともに 
     機材を扱う職員等への教育体制も確保し、常時、災害発生による出動体制を確保している。 

５ 

排水ポンプ車 照明車 



日本海 

中海 

宍道湖 

佐陀川 

飯梨川 意宇川 

赤川 
斐伊川放水路 神戸川 

● 課題 
・昭和４７年７月洪水、平成１８年７月洪水と同規模の洪水で、家屋浸水などの被害が発生する 
 恐れがある。 

４．現状の取組状況 
④ 河川管理施設の整備に関する事項 
 『洪水を安全に流すためのハード対策の推進』 

○ 現状 
・河川整備計画に基づき、大橋川改修、堤防高及び堤防断面が不足する区間の整備を行っている。 

６ 

：計画断面堤防 
：計画堤防に満たない堤防 

河川名 堤防必要延長(km) 計画断面堤防延長(km) 整備率 

斐伊川水系 237.4  110.2 46.4% 

国が管理している堤防・湖岸堤防の延長及び整備率 

※中海は堤防高のみで評価 平成27年3月現在 



■５年間で達成すべき目標 

 斐伊川治水３点セットの早期完成に向け事業推進を図りつつ、
大規模水害に対し、天井川、連結汽水湖の氾濫特性を踏まえ
たハード・ソフト対策を推進し、「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被
害の最小化」を目指す。 

■目標達成に向けた３本柱の取組 
目標達成に向け以下の取組を実施。 

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組 
②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動 
③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策 

※大規模水害・・・・・想定最大規模降雨における洪水氾濫による被害 
※逃げ遅れ・・・・・立ち退き避難が必要なエリアからの避難が遅れ孤立した状態 
※社会経済被害の最小化・・・・・大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開できる状態 

５．減災のための目標 

７ 



６．概ね５年で実施する取組 
①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組 
  
 ■洪水を安全に流すためのハード対策の推進 
  ・堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策） 
 
 ■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備 
  ・洪水に対しリスクの高い箇所を監視するCCTV等の整備 
  ・河川のリアルタイム映像の提供設備の整備及び避難行動等に資する水位予測等の精度向上 
 
 ■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等 
  ・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの公表 
  ・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図及び新たに設定された家屋倒壊等氾濫想定区域に基づく避難計画の見 
   直し 
  ・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づく避難勧告等を発令する範囲の見直し 
  ・洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難計画作成等の支援や定住外国人 
        等を対象とした避難情報の提供 
  ・夜間、荒天時における避難勧告等の発令基準の作成・避難誘導体制の検討 
  ・斐伊川の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大規模氾濫を想定した自衛水防の 
    講習会や訓練の実施  
  ・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを作成し、洪水浸水想定区域内の各戸・事業所へ 
   配付 
 
 ■多様な防災活動を含むタイムラインの作成 

・河川管理者、沿川自治体、住民、交通サービス、道路管理者等と連携したタイムラインの作成 
・避難勧告に着目したタイムラインに基づく、より実践的な総合水防訓練（斐伊川水防演習）の実施 

 
■防災教育や防災知識の普及 
 ・天井川である斐伊川本川において、堤防の越水時や決壊時における流水の破壊力に関するイメージ動画の作成・公開 

・尾原ダムの洪水調節や斐伊川放水路の分流など避難の目安となる目標物のリアルタイム 映像情報の配信・共有 
・「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送の活用促進のための周知 
・小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充 
・住民の水防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用した、より実践的な防災教育の実施 
・プッシュ型の洪水予報等の情報発信 8 



６．概ね５年で実施する取組 

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動 
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備 
  ・洪水に対しリスクの高い箇所を監視するCCTV等の整備（再掲） 
  ・河川のリアルタイム映像の提供設備の整備及び避難行動等に資する水位予測等の精度向上（再掲） 
 
■水防活動の効率化及び水防体制の強化 
  ・消防団員と兼任する水防団員への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施 
  ・斐伊川本川の重要水防箇所等洪水に対しリスクが高い区間について消防団員と兼任する水防団員や地域住民が 
        参加する合同点検を実施 
  ・水防活動の知識習得と技術力向上のため、総合水防訓練（斐伊川水防演習）と合わせて、水防専門家を講師とした 
        講習会を実施 
      ・備蓄水防資機材情報の共有及び非常時における相互支援方法の確認 

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策 
■排水活動に資する基盤等の整備 
 ・大橋川改修 
 
■排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施 
 ・排水施設の情報共有、排水手法の検討を行い、大規模水害を想定した排水計画（案）の作成 
 ・排水計画に基づく排水訓練の実施 

9 



１0 
※平成１８年浸水範囲 

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組 
洪水を安全に流すためのハード対策の推進 

○堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策）            【順次実施：中国地整】 

○流下能力が著しく不足している、あるいは漏水  
    の実績があるなど、優先的に整備が必要な区 
    間約10.1㎞について、平成３２年度を目途に 
    堤防のかさ上げや浸透対策などの対策を実施。 



神戸川、斐伊川放水路 

斐伊川、宍道湖、大橋川 

河川管理用カメラ 

凡例 

11 出雲河川事務所 

河川管理用CCTV 

河川の状況 

情報提供 

各自治体 

出水状況 

              ①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組 
              ②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動 

避難行動、水防活動等に資する基盤等の整備 

○洪水に対しリスクの高い箇所を監視するCCTV等の整備               【H29年度：中国地整】                    
○河川のリアルタイム映像の提供設備の整備及び避難行動等に資する水位予測等の精度向上 
                                                              【H31年度：中国地整】           
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組 
想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等 

○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの公表     【H28年から検討実施：島根県】 
○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図及び新たに設定された家屋倒壊等氾濫想定区域*に基づく避難 
  計画の見直し                                            【H30年度：松江市、出雲市、雲南市】 
○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づく避難勧告等を発令する範囲の見直し 
                                                                  【H30年度：松江市、出雲市、雲南市】 
○洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難計画作成等の支援や定住 
   外国人等を対象とした避難情報の提供                      【H29年度から順次実施：松江市、出雲市、雲南市】 
○夜間、荒天時における避難勧告等の発令基準の作成・避難誘導体制の検討 
                                                                         【H30年度：松江市、出雲市、雲南市】 
○斐伊川の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大規模氾濫を想定した自衛 
  水防の講習会や訓練の実施                             【H29年度から実施：中国地整、島根県、松江市、出雲市、雲南市】    
○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを作成し、洪水浸水想定区域内の各戸・ 
 事業所 へ配付                                                     【H31年度：松江市、出雲市、雲南市】 

出雲市 出雲市 

想定最大規模降雨の洪水浸水想定区域図 計画規模降雨の洪水浸水想定区域図 
* 松江市除く 
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組 
多様な防災活動を含むタイムラインの作成 

○河川管理者、沿川自治体、住民、交通サービス、道路管理者等と連携したタイムラインの作成 
                                      【H30年度：協議会全体】 



事務所長から出雲市長へ情報提供 

平成28年5月29日 斐伊川水防演習（出雲市） 

○避難勧告に着目したタイムラインに基づく、より実践的な総合防災訓練（斐伊川水防演習） 
  の実施                                    【H28年度から定期的に実施：協議会全体】 

14 

◇ 台風情報（台風予報） ○

◇ 台風に関する島根県気象情報（随時） ○ 災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 ○

○ 台風説明会（於：松江地方気象台） ○ リエゾン体制の確認 ○ 水防団への注意喚起

◇ 強風波浪高潮注意報発表 ○ 協力機関の体制確認・防災エキスパート等の確認 ○ 占用物件の撤去

◇ 暴風波浪警報、大雨洪水高潮注意報発表

○ 尾原ダム事前放流の判断【最大放流量300m3/s】 ○ ハザードマップ等による避難場所・避難経路の確認

事前放流を行う場合には【注意体制】に移行

◇ 大雨警報・洪水警報発表

【注意体制】 ○ 避難所開設手段確認 ○ 災害・避難カードの確認

○ 首長若しくは代理者の登頂 ○ 自宅保全

○

○ 連絡要員の配置

○ 水防警報発表 ○ 水防団待機

○ 水門、樋門、排水機場等の操作 ○ 地区担当：支署応援職員配置

○ １時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

【警戒体制】 ○

○ 出水時点検（巡視）

○ 防災エキスパート等の要請 ○ 管理職の配置

○ CCTVによる監視強化

○ 水防警報発表 ○ 水防団出動

○ リエゾンの派遣 ○ 必要に応じ、助言の要請

*水防演習資料として追加。 1.3ｈ

○ ホットライン（所長） ○ 巡視・水防活動状況報告（市長）

◇ 記録的短時間大雨情報（出雲市）発表 ○ 水位予測

○ 斐伊川放水路制御ゲート操作の判断

避難に要する時間は３時間程度

【非常体制】 ○ １０分ごとに河川水位、雨量、降雨短期予報を確認 ○

○ 要配慮者利用施設に洪水予報伝達

○ 漏水・浸食情報の提供 ○ 水防団指示

○ ホットライン（所長） ○ 巡視・水防活動状況報告（市長）

○ 避難所開設準備 避難に要する時間は２時間程度

○ 洪水予測 ○ 施設操作員・水防団の退避 ○

○ 災害対策機械の派遣 ○ 災害対策機械の派遣要請

○ 自衛隊への派遣要請（市長⇒知事）

○ 避難者への支援

○ 被害状況の把握（ヘリコプター等による迅速な状況把握）

○ TEC-FORCEの活動

○ 被害状況・調査結果の公表

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。

※時間経過や対応項目については昭和４０年７月洪水による気象状況、現在の防災業務に関する計画等を参考に記載している。

※このタイムラインは住民避難勧告の発令に着目したものであり、今後台風接近等の事態に至った場合の対応を実践し、その有効性の検証を行い、実践的に改善するものである。

中国地整
台風の接近・ 上陸に伴う洪水を対象とした 、 直轄河川管理区間沿川の市町村の 斐伊川

大津水位観測所避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

気 象 ・ 水 象 情 報 出 雲 河 川 事 務 所 出 雲 市 住 民 等
-72.0 ｈ -72.0 ｈ施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

テレビ、ラジオ、インターネット等による気象警報の確認

-48.0 ｈ -48.0 ｈ

-36.0 ｈ
注意体制

-36.0 ｈ

-24.0 ｈ
警戒体制

-24.0 ｈ

テレビ、インターネットの、携帯メール等による大雨や河川の状
況を確認

大津水位観測所（水位１．６m） 水防警報
-9.0 ｈ

レ
ベ
ル
１

水防団待機水位到達 （待機・準備）

大津水位観測所（水位２．５m） 洪水予報 水防警報
-8.0 ｈ

レ
ベ
ル
２

注
意

氾濫注意水位到達 （氾濫注意情報） （出動）

避難が夜間・早朝になる場合には、避難準備情報の発表判断

警戒本部体制

避難判断水位到達

伊保地先避難開始
氾濫危険水位到達

上島水位観測所（水位２．９m）
○ 伊保地先に関するホットライン ○ 伊保地先に避難準備情報発令

伊保地先避難完了

上島水位観測所（水位３．５m）
○ 伊保地先へ避難勧告発令 ○

○ 伊保地先被害発生（水防演習資料として追加） ○ 伊保地先避難完了 ○

-7.0 ｈ

大津水位観測所（水位２．９m） 洪水予報
避難準備情報 要配慮者避難開始 -3.5 ｈ

レ
ベ
ル
４

危
険

氾濫危険水位到達 （氾濫危険情報）

防災無線、携帯メール等による避難勧
告・避難指示の受信

堤防決壊
洪水予報

避難完了

-2.0 ｈ

0.0 ｈ
レ
ベ
ル
５

（氾濫発生情報）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

※気象・水象情報に関する発表のタイミングについては、地域・
事象によって異なります。

避難解除

レ
ベ
ル
３

警
戒

避難判断水位到達 （氾濫警戒情報）

防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信

大津水位観測所（水位３．２m） 洪水予報
災害対策本部体制 避難勧告 避難開始

氾濫発生

伊保地先

   ①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組 
            多様な防災活動を含むタイムラインの作成 



○天井川である斐伊川本川において、堤防の越水時や決壊時における流水の破壊力に関する 
 イメージ動画の作成・公開                     【H29年度：中国地整】 
○尾原ダムの洪水調節や斐伊川放水路の分流など避難の目安となる目標物のリアルタイム 
 映像情報の配信・共有                       【H30年度：中国地整】 
○「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送の活用促進のための周知 
                         【H28年度から定期的に実施：中国地整】  
○小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充 
                        【H29年度から定期的に実施：協議会全体】 
○住民の水防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用した、より実践的な 
 防災教育の実施                   【H29年度から定期的に実施：協議会全体】 
○プッシュ型の洪水予報等の情報発信          【H29年度から順次実施：中国地整】 

住民説明会 

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組 
防災教育や防災知識の普及 

15 出前講座 

平成28年5月13日 沿川住民への出前講座 

天井川の状況 
（斐伊川本川 西代橋上流右岸） 

出雲ドーム 



水防専門家による水防工法指導 

○消防団員と兼任する水防団員への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施 
                               【H28年度から定期的に実施：松江市、出雲市、雲南市】 
○斐伊川本川の重要水防箇所等洪水に対しリスクが高い区間について消防団員と兼任する水防団員や 
    地域住民が参加する合同点検を実施 
                                                   【H28年度から定期的に実施：松江市、出雲市、雲南市、中国地整】 
○水防活動の知識習得と技術力向上のため、総合水防訓練（斐伊川水防演習）と合わせて、水防専門家

を講師とした講習会を実施                    【平成28年度から定期的に実施：協議会全体】 
○備蓄水防資器材情報の共有及び非常時における相互支援方法の確認 
                   【H28年度から定期的に実施：松江市、出雲市、雲南市、島根県、中国地整】 

平成28年5月29日 斐伊川水防演習（出雲市） 

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動 
水防活動の効率化及び水防体制の強化 

平成27年12月2日 合同点検（雲南市） 

消防団員と兼任する水防団員、住民 
との共同点検の実施（イメージ） 

16 



築堤 下流拡幅 築堤 
大橋川左岸上流ブロック 

大橋川右岸上流ブロック 

大橋川左岸中流ブロック 

大橋川右岸中流ブロック 

大橋川左岸下流ブロック 

大橋川右岸下流ブロック 

 
築堤 

 
上流拡幅 

 
築堤 

 
下流拡幅 

実施済 
整備予定 
未着手 

中 海 

宍道湖 

 
築堤 

○大橋川改修 
 （宍道湖の水位を早期に低下させ、速やかに氾濫水を排水するための大橋川改修の促進）                   
                                            【順次実施：中国地整】 

17 

※平成１８年浸水範囲 

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策 
排水活動に資する基盤等の整備 



○ 排水施設の情報共有、排水手法の検討を行い、大規模水害を想定した排水計画（案）の作成                                
                              【H29年度：松江市、出雲市、雲南市、島根県、中国地整】 
○ 排水計画に基づく排水訓練の実施 
                   【H29年度から定期的に実施：松江市、出雲市、雲南市、島根県、中国地整】 

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策 
排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施 

 ポンプ車の的確な設置場所・ルート、必要な排
水量（台数）、浸水エリア等の基礎的情報の入手
方法を事前に計画し、緊急時の早急な対応を可能
にする 

18 

排水ポンプ車 

排水訓練状況 

排水状況 

平成27年5月31日 斐伊川水防演習（雲南市） 

平成27年5月31日 斐伊川水防演習（雲南市） 



７．フォローアップ 

 各構成機関の取組内容については、必要に応じて、防災業務計画や地域防災計画等
に反映することによって責任を明確にし、組織的、計画的、継続的に取り組むこととする。  
 
 今後、取組方針に基づき連携して減災対策を推進し、毎年出水期前に協議会を開催し、
進捗状況を確認するとともに、必要に応じて取組方針の見直しを行う。 
 
 また、実施した取組についても訓練・防災教育等を通じて習熟、改善を図るなど、継続的
にフォローアップを行うこととする。 
 
 なお、本協議会は、全国でも早い段階で取組方針をまとめており、今後、全国で作成さ
れる他の取組方針の内容や技術開発の動向等を収集した上で、随時、取組方針を見直
すこととする。  

19 
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